




 

  気管支喘息とそのchemical mediatorとしてのhis-tamineの関連についての

報告は多い。Schild ら 1)は気管支喘息患者の気管支組織において histamine

遊離が生ずることを報告した。モルモットにおける実験的気管支喘息は従来の

抗 histamine 薬で著明に抑制されることが知られている 2)3)が,臨床的には従

来の抗 histamine 薬はそれほど有効でないとされている 4)。Ash&Schild5)は生

体のhistamine受容体が従来の抗histamine薬で拮抗される型と,拮抗されない

別の型に分類できることを示した。 


